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接触位相幾何学について，とくに低次元の場合における豊富な経験を必要とする
次の四つの主題について研究し，それぞれ成果を得たい．
　

i) 二重ベクトル場と量子化：Poisson 構造 (つまり leafwise symplectic な非正則葉
層）や Jacobi 構造 (つまり leafwise contact な非正則葉層) については，幾何学的
量子化および変形量子化の方面から多くの研究がなされてきたが，これら２種類
の構造を同じ（固定した）多様体上でつなぐ研究はこの方面ではなされていない．
私は２重ベクトル場による高次元 confoliation 理論をこうした観点を含むできる
だけ広く多様な視点から構築したいと考えている．
　

ii) (概)接触位相幾何学の本質的 3 次元性：3次元の接触位相幾何学を生き生き
とさせてきたのは，tight性と過旋性への二分法 (dichotomy)であった．本田公氏
は tight な接触構造を bypass によって「三角化」された圏の射とみなした．私は
bypass の高次元での string 的類事物を得た．これを利用して上記の二分法の高
次元化に挑戦している．Mart́ınez Torres は，ω が多様体の閉 2-形式となっている
場合に，余階数 1の Poisson 多様体は taut 葉層を持つ 3次元部分多様体を持ち，
その葉層を葉の方向に太らせて得られることを示した．概接触構造のうちとくに
confoliation についても 3次元への縮退があることを突き止めたい．
　

iii) 接触埋め込みと特異点論：Mart́ınez Torres は私の結果を拡張し，与えられた
(2n + 1) 次元閉接触多様体 M2n+1 から (4n + 1) 次元球面 S4n+1 ⊂ C2n+1 への
接触はめ込みであって，S4n+1 上の自明な open-book を M2n+1 上の symplectic

open-book に引き戻すものを構成した．こうしたはめ込みは spinning と呼ばれる．
埋め込まれた接触 spinning は閉組み紐の拡張と思うことができる．この観点から
複素特異点，とくに曲面特異点について研究したい．Milnor束が専ら引き戻された
open-book の monodromy を見るのに対して，むしろ接触多様体 M2n+1 ⊂ S4n+1

(あるいは S4n+3) の埋め込み型を問題にしようというわけである．
　

iv) Legendre 部分多様体による葉層部分多様体：(4n + 3) 次元の接触多様体の
Legendre 部分多様体 L は (2n + 1) 次元である．このとき余接束 T ∗L の零断面の
近傍もまた埋め込まれているので，L が接触構造を持つとすれば，L を摂動する
だけで接触部分多様体 L′ が得られる．(従って L は L′ の接触幾何学的性質を統
制できない．) 他方，(4n + 1) 次元の接触多様体の Legendre 部分多様体の 1 次元
族の中には，葉層をなし，それに収束する接触構造の族を統制しているものが実
際にある．この現象を最初に発見したのがBennequin である．私の結果のほとん
どは何かしらこの現象と結びついているので，更に追求していきたい．


